


（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、杉田教授の司会により、プロジェ

クトの推進に向けた意見交換を行いました。 

各委員からは、それぞれが取り組まれている

活動の報告、また活動の中で感じる地域スポ

ーツの推進や競技力向上にあたっての現状や

課題について意見が出され、活発な意見交換

が行われました。 

 

※委員からの主な意見 

○平成３３年の国体の地元開催にむけて、も

っと戦略的に県民に対してＰＲするべきであ

る。 

○国体開催によりスポーツが注目されるので、

そのチャンスを利用してスポーツへの関心を

持続させることが重要である。 

○スポーツの裾野を拡げることと機会を創出

することが重要である。例えば、総合型地域

スポーツクラブ同士の対抗戦を行ってはどう

か。そういう機会の中から、優秀な選手が優

秀な指導者に出会って、スポーツ人材の育成

や競技力の向上につながることもあるのでは

ないか。 

○国では経済同友会と連携しながら、「あす

なびプロジェクト」として、オリンピックに

出場する選手を１社１人受け入れて、雇用す

るという取組をしている。三重県でも商工会

と連携して同様の取組ができないか。 

○スポーツをする人口が増えるだけでなく、

スポーツをみるファンが増えたり、スポーツ

大会の運営等を支える人が増えるといったよ

うに、スポーツの基盤が三重県に根付いてほ

しい。 

○中学校・高等学校で運動部活動をする生徒

が減少している。高校生の部活動への定着を

いかに進めていくのかが重要である。 

○部活動をしている高校生について、高校卒

業後の受け皿が課題である。高校と地域の商

工会との連携を図っていく必要がある。 

○総合型地域スポーツクラブ経営者やスポー

ツ指導者が職業として成り立つような仕組み

が必要である。 

                  など 

 

（今後のスケジュールについて） 

 最後に、９月頃に開催する次回会議につい

ては、本年度の取組の進捗状況の報告と翌年

度に向けた取組方向を中心に話し合うこと、

また、翌年度に向けた意見交換の場として２

月頃に３回目の会議を開催する予定であるこ

とを確認しました。 

 

 

 

 

    次回（第2回）の開催予定       

 

 次回（第２回）推進会議は、平成 25 年度

当初予算編成に推進会議からの意見・提案が

反映できるよう、９月に公開で開催する予定

です。 

 

 

 

 

 

 


